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協
和
木
材
株
式
会
社
（
以
下
、
協
和
木

材
）
は
、
昭
和
二
八
年
に
素
材
生
産
業
者

と
し
て
創
業
し
た
。
昭
和
三
八
年
か
ら
地

原木消費量15万㎥／年へ
規模拡大を進める協和木材

　協和木材株式会社（福島県塙町）は年間10万㎥以上のスギ丸太を消費する全国屈

指の国産材メーカーである。同社の強みは丸太の過半を山元から直接調達する体制を

整えていること。山主と密接な関係を築き、伐採搬出作業を担う専門業者も組織化し

ている。主力商品のスギ柱角については、含水率と強度を明示するとともに、製造履

歴も追えるようにしている。規模拡大と高度な品質管理、丸太の安定確保──と、国

産材利用の“お手本”のような同社の取組みをレポートする。

短期連載

林業復活へ
VOL.2

松
や
ヒ
ノ
キ
を
主
体
と
し
た
製
材
事
業
に

参
入
し
、
平
成
元
年
に
ス
ギ
専
門
の
大
型

工
場
を
開
設
。
昨
年
秋
に
は
約
一
五
億
円

を
投
じ
て
年
間
原
木
消
費
能
力
一
五
万
㎥

の
新
工
場
を
完
成
さ
せ
た
。

新
工
場
の
製
材
ラ
イ
ン
は
ノ
ー
マ
ン
ツ

イ
ン
バ
ン
ド
ソ
ー
が
三
台
、
大
径
材
用
の

ツ
イ
ン
バ
ン
ド
ソ
ー
が
一
台
、
台
車
が
三

台
。
ノ
ー
マ
ン
ツ
イ
ン
バ
ン
ド
ソ
ー
は
午

前
七
時
〜
午
後
五
時
半
と
、
午
後
六
時
〜

午
前
三
時
半
の
二
シ
フ
ト
で
操
業
し
て
い

る
。
乾
燥
機
は
ド
イ
ツ
製
の
減
圧
蒸
気
式

月間1万㎥のスギ丸太を消費している新工場

含
水
率
と
強
度
を
測
定
し
て

品
質
管
理
を
徹
底
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が
四
基
と
国
内
メ
ー
カ
ー
の
高
温
蒸
気
式

が
二
基
で
、
容
量
は
各
タ
イ
プ
と
も
八
〇

㎥
で
あ
る
。
乾
燥
の
熱
源
に
は
製
材
端
材

と
プ
レ
ー
ナ
ー
屑
を
燃
料
と
し
た
木
屑
焚

き
ボ
イ
ラ
ー
を
活
用
し
て
い
る
。

現
在
、
ス
ギ
丸
太
の
消
費
量
は
月
間

一
万
㎥
で
、
自
社
の
山
林
部
が
立
木
を
購

入
・
伐
採
し
て
直
接
調
達
す
る
ほ
か
は
、

地
元
の
原
木
市
場
で
購
入
し
て
い
る
。
製

材
歩
留
ま
り
は
五
〇
％
。
主
力
商
品
は
柱

角
で
、
ほ
か
に
間
柱
や
平
角
も
製
造
し
て

上：「所有者からは立木を購入している」と語る佐川社長
左：ノーマンツインバンドソー３機を２シフトで稼動させる

【製 材】
福島県

塙町

シ
リ
ア
ル
ナ
ン
バ
ー
を
打
ち
、
製
造
履
歴

と
工
場
出
荷
時
の
品
質
と
が
出
荷
後
に
も

確
認
で
き
る
よ
う
に
も
し
て
い
る
。
こ
れ

は
万
一
、
出
荷
先
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
場
合
、
材
の
性
能
に
見
合
っ
た
使
わ
れ

方
が
さ
れ
て
い
た
の
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、

責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
た
め
の
も
の
。

地
産
地
消
に
こ
だ
わ
る
顧
客
に
丸
太
の
生

産
現
場
が
ど
こ
だ
っ
た
の
か
を
示
す
こ
と

に
も
活
用
で
き
る
。

大
規
模
工
場
で
は
、
原
木
を
い
か
に
安

定
的
に
確
保
す
る
か
が
課
題
と
な
る
が
、

同
社
で
は
山
林
部
が
年
間
七
〜
八
万
㎥
の

丸
太
を
山
元
か
ら
直
接
調
達
し
て
い
る
の

で
安
定
し
た
操
業
が
可
能
に
な
る
。
森
林

所
有
者
と
の
取
引
は
す
べ
て
立
木
買
い
で
、

「
ど
の
木
を
切
る
の
か
所
有
者
が
納
得
し
、

所
有
権
が
当
社
に
移
動
し
て
か
ら
伐
採
す

る
。
そ
れ
が
当
た
り
前
の
こ
と
」
と
佐
川

広
興
社
長
は
強
調
す
る
。

施
業
方
法
は
三
五
〜
五
〇
年
生
な
ら
間

伐
、
六
〇
年
生
程
度
な
ら
皆
伐
と
、
従
来

は
林
齢
に
合
わ
せ
て
選
択
し
て
い
た
が
、

最
近
は
一
〇
〇
年
生
の
山
づ
く
り
を
目
指

し
、
一
〇
年
に
一
回
程
度
の
割
合
で
間
伐

を
繰
り
返
す
長
伐
期
施
業
を
山
主
に
勧
め

い
る
。
製
品
の
う
ち
、
人

工
乾
燥
材
（
以
下
、
Ｋ
Ｄ

材
）
の
比
率
は
五
〇
％
で
、

天
然
乾
燥
材
が
四
〇
％
、

未
乾
燥
剤
が
一
〇
％
と

な
っ
て
い
る
。
天
然
乾
燥

の
場
合
は
伐
採
後
に
必
ず

葉
枯
ら
し
乾
燥
を
行
っ
て

い
る
。

柱
角
は
す
べ
て
含
水
率

と
強
度
を
測
定
し
、
Ｋ

Ｄ
材
と
天
然
乾
燥
材
に
つ

い
て
は
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ

を
明
示
し
て
い
る
。
含
水

率
は
Ｋ
Ｄ
材
が
二
〇
％
以

下
、
天
然
乾
燥
材
は
二
五 

％
以
下
と
規
定
し
て
い
る
。

さ
ら
に
す
べ
て
の
製
品
に

年
間
七
〜
八
万
㎥
の
丸
太
を

立
木
買
い
で
調
達
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上：含水率、強度、製造番号が明示されたＫＤ材
下：天然乾燥材も含水率と強度、製造番号を明示する

て
い
る
。

伐
採
ま
で
の
流
れ
は
、
①
山
林
部
の
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
選
木
↓
②
所
有
者
の
了
解

↓
③
伐
採
予
定
木
の
毎
木
調
査
↓
④
見
積

も
り
提
示
↓
⑤
契
約
↓
⑥
伐
採
搬
出―

―

と
な
る
。
間
伐
の
場
合
は
同
じ
林
地
で
繰

り
返
し
て
施
業
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

各
所
有
者
ご
と
の
施
業
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、

次
回
の
施
業
時
に
前
回
の
デ
ー
タ
を
踏
ま

え
て
効
率
的
な
作
業
が
行
え
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
こ
れ
が
所
有
所
と
良
好
な
関
係

を
保
ち
、
施
業
地
を
安
定
し
て
確
保
す
る

こ
と
に
つ
な
が
る
。

購
入
し
た
立
木
の
伐
採
搬
出
や
作
業
道

づ
く
り
と
い
っ
た
作
業
は
専
門
の
業
者
に

発
注
し
て
い
る
。
同
社
で
は
早
く
か
ら
こ

う
し
た
業
者
を
組
織
化
す
る
た
め
、「
協

栄
会
」
と
い
う
協
力
業
者
会
（
今
年
度
か

ら
協
同
組
合
に
移
行
）
を
設
立
し
て
山
林

部
に
事
務
局
を
置
き
、
健
康
保
険
や
労
災

保
険
、
退
職
金
共
済
の
事
務
手
続
き
を
代

行
す
る
な
ど
、
福
利
厚
生
の
充
実
に
努
め

て
き
た
。
現
在
、
約
五
〇
事
業
体
が
加
盟

し
、
同
社
の
作
業
班
と
し
て
現
場
作
業
に

従
事
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

素
材
生
産
業
者
と
信
頼
関
係
を

築
い
て
い
る
こ
と
も
、
原
木
を

安
定
確
保
す
る
上
で
の
同
社
の

強
み
に
な
っ
て
い
る
。

佐
川
社
長
に
よ
る
と
、
新
工

場
を
建
設
し
て
規
模
拡
大
を

図
っ
た
の
は
、
大
量
加
工
で
製

材
コ
ス
ト
を
引
き
下
げ
る
と
と

も
に
、
人
工
乾
燥
の
熱
源
に
木

屑
焚
き
ボ
イ
ラ
ー
を
採
用
す
る

た
め
と
い
う
理
由
も
あ
っ
た
と

い
う
。

原
油
価
格
が
値
上
が
り
し
て

い
る
中
で
、
重
油
を
熱
源
と
し

て
い
た
の
で
は
他
社
と
の
コ
ス

規
模
拡
大
の

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す

ト
競
争
に
お
く
れ
を
と
る
。
し
か
し
、
温

度
が
上
が
る
ま
で
時
間
が
か
か
る
ボ
イ

ラ
ー
を
点
け
た
り
消
し
た
り
し
て
い
た
の

で
は
作
業
効
率
が
上
が
ら
な
い
。「
ボ
イ

ラ
ー
は
二
四
時
間
稼
動
さ
せ
な
い
と
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
な
る
と
工
場
自
体

も
そ
れ
に
見
合
っ
た
規
模
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
す
」
と
、
そ
の
説
明
は
明

快
だ
。

規
模
拡
大
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
品
揃
え
が

ドイツ製の減圧蒸気式乾燥機間伐はきっちり選木する
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上左：大量に生産する分、多品種の商
品化が可能だ

上右：乾燥の熱源となるボイラーは
24時間稼動だ

下左：山主との交渉に当たる山林部ス
タッフは５名。地元出身の増子
哲郎さん (27) は５年間製材に
従事し、山林部に移ってから２
年になる

下右：協栄会のメンバーのひとり、金
沢利一さん（54）は搬出専門。
山仕事経験30年以上のベテラ
ン

可
能
に
な
る
と
い
う
販
売
戦
略
上
の
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
。「
一
〇
〇
本
に
一
本
し

か
出
な
い
材
で
も
三
千
本
を
挽
け
ば
三
〇

本
は
出
る
。
規
模
が
大
き
け
れ
ば
材
を
細

か
く
選
別
し
、
数
量
を
そ
ろ
え
て
商
品
化

で
き
る
わ
け
で
す
。
例
え
ば
赤
身
の
柱
だ

け
を
ほ
し
い
と
言
わ
れ
て
も
、
当
社
の
規

模
な
ら
す
ぐ
に
対
応
で
き
ま
す
」。
量
産

工
場
と
い
う
と
、
大
口
顧
客
向
け
の
供
給

力
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
る
が
、
大
量
の
丸

太
を
挽
く
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
た
細
や
か

な
対
応
が
可
能
に
な
る
。

大
消
費
地
の
首
都
圏
に
近
い
と
い
う
立

地
も
強
み
だ
。
夕
方
ま
で
の
注
文
な
ら
翌

朝
に
は
指
定
さ
れ
た
場
所
に
配
送
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

現
在
の
販
売
先
は
問
屋
や
市
場
、
商
社

な
ど
の
卸
業
者
向
け
と
、
プ
レ
カ
ッ
ト

工
場
や
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
と
い
っ
た
大

口
需
要
者
向
け
と
が
四
〇
％
ず
つ
、
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
が
一
〇
％
、
邸
別
納
材
な
ど

の
そ
の
他
が
一
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。
操

業
状
況
は
順
調
で
、
年
内
に
は
丸
太
の
月

間
消
費
量
を
一
万
二
千
〜
三
千
㎥
と
年
間

一
五
万
㎥
ペ
ー
ス
に
引
き
上
げ
る
計
画
だ
。

高
度
な
原
木
調
達
能
力
を
基
盤
と
し
て
規

模
拡
大
を
進
め
る
同
社
の
取
り
組
み
は
、

国
産
材
利
用
の
理
想
的
な
モ
デ
ル
の
一
つ

と
い
え
る
だ
ろ
う
。




